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【坪井塑太郎ゼミナール】 2025 年度 活動報告 

 

対象地域 埼玉県越谷市・埼玉県春日部市 

テーマ 首都近郊地域における流域治水の現状と課題に関する研究 

キーワード 地域防災・水害史・流域治水・首都圏外郭放水路・スマートシティ 

 

わが国の都市の多くは，河川河口部の低平な沖積低地上に立地し，人口や資産の多くが集

積しています。同地域では，地下の軟弱な地盤特性上，地震発生時における震動増幅や液状化

の発生のほか，海抜下の地域が形成される場合も多いことから，洪水災害時における湛水被

害の発生による災害脆弱性が指摘されています。2020 年を契機に，それまでの役割分担を

明確化した対策を中心とする「総合治水」から，すべての関係者の協働により被害を軽減する

ための「流域治水」へと政策転換が行われています。本年度のゼミナールのテーマは，この「流

域治水」に着目し，首都近郊地域で行われてきた大規模な水防施設の設置や都市開発を中心

に，「環境」と「防災」の双方から現場を「歩いて」「見て」「考える」取組みを行いました。 

 

● 調査研究体制と事前調査 

 本演習の進行にあたっては，防災の側面から「災害・防災調査班」と，環境の側面から「居

住・環境調査班」の 2 班体制のもと，文献調査法，データ収集技術等「現地調査（巡検）」に行

く「前」に行う事前調査において，地域研究法の習得に取組みました。また，この中では，付箋

を用いたワークショップによる意見の集約方法などの体験学習なども行いました。 

  

 

● 地域分析技術－地域のデータサイエンスの取組み－ 

本演習では，地域分析のための基礎技術として，調査対象地域の各種地域統計情報をもと

に地理情報システム（GIS）を用いて地図化する取組みを行いました。この技術により，高齢化

率や人口・産業等の集積状況，拠点と圏域など，地域の様々な状況を可視化することができま

す。データの収集から，加工，地図化，さらに地図の解釈に至る一連の流れを学び，対象地域の

構造の分析に取組みました。 
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● 巡検（埼玉県越谷市－越谷レイクタウンのまちづくりと防災機能） 

 越谷レイクタウンはわが国でも最大級の売り場面積を持つ大型商業施設のある街として

知られていますが，もともとは，1980 年代後半に大規模治水事業に端を発した，人工的

な調整池の設置が起源になっています。本エリアには，2008 年に JR 武蔵野線「越谷レイ

クタウン駅」が新たに設置され，駅周辺に環境配慮型の住宅が数多く建設されています。実

際に現地を歩くと，電柱が地中化された美しい街並みが形成されているほか，想定浸水深

が記された「まるごと・まちごとハザードマップ」も見ることができました。 

▽ LINK https://saitama.itot.jp/laketown/ 
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● 巡検（埼玉県春日部－首都圏外郭放水路の機能） 

 首都圏の洪水災害による被害軽減を目的として域内を流れる中小河川の地下を東西総延

長，約 6.3 ㎞に設置された世界最大級の地下放水路「首都圏外郭放水路（通称：防災地下神

殿）」の巡検を行いました。約 13 年，2300 億円の巨費をかけて建造されたこの空間は，首都

近郊地域にあたる埼玉県春日部市において一時的に洪水流を貯留することで，首都の浸水を

防ぐ役割を担っている様子を見ることができました！ 

  

  

 

● 研究論文執筆・研究発表 

 本演習では，調査班ごとの作業や検討・協議を中心にしながらも，後期には「個人研究テー

マ」に基づき，毎週の演習と作業進捗報告を行いながら，研究論文の執筆を行いました。本年

度の個人研究テーマは，①「首都圏外郭放水路の防災機能と地域との共生に関する研究」，②

「埼玉県における流域治水とソフト対策の現状と課題」，③「防災とデザインの両立に関する

研究－越谷レイクタウン・大相模調節池を事例として－」，④「スマートシティの成果と課題に

関する研究－スマートシティ先進都市・越谷レイクタウンに着目して－」です。 

 毎週の演習（seminar）では，受講生自身が収集したデータと加工した図・表をともとに，担

当教員をはじめ，全員で議論を行い，修正方針の確認等を踏まえて，さらに作業を行い原稿の

執筆に取組みました。作成した原稿は「2025 年度研究活動報告書」としてまとめ，この内容に

基づき，学科ゼミ合同発表会において口頭およびポスター発表を行いました。 
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以上 


